
はじめに

なる言葉は日本で生まれたと信じている。これは日本にそれなりの学問的背景があったことを

示していると思われる。近年はますますアメリカ一辺倒のきらいがあるが 本稿ではアメリカからでは見えない

日本裏街道の歴史散策を試みたい。

本文中にはできるだけ実名をあげてその人々の功績を称えたいと思うが 簡略を期し尊称は省略させていただ

く。しかし 大先輩にあたる諸先生方なので 尊称がついているものとして読んでいただければ幸いである。

第二次世界大戦以前

の典型的所見として糸球体の があげられるが この病変の報告は古く 年の

のクロトン油 の 毒による実験 での手描きの画で表わされている。

実験的腎炎作製の試みは まず毒物を用いることから始まり その一環として蛇毒が用いられたようで 特に

現代流に言えば の結果起こる細胞浸潤 細胞増殖に伴う富核が注目され 日本でもハブ毒による

実験が数多く繰り返されている。古くは 年に三浦 澄川 年には鈴木立男(東北大学)の報告 があ

り 写真や図は載っていないが糸球体係蹄の囊腫状拡張の記載がある。

年には青木 豹(九州大学)の報告 があり 写真は掲載されていないが記述は詳細正確で まさに

細胞(血管外被細胞と記載されている)の増殖や 領域の拡大を指すと思われる記述がある。これ

は の という語の提唱 より 年も前のことである。とは言っても これが世界最初の

記載ではなく 青木もいくつかの文献を引用しているし によると 糸球体毛細管間の結合織の

存在はすでに 年に という人が指摘しているという が その後賛否意見が分かれ 決着をみるに

は 年も要することになる。

さらに青木は生体染色を用いて 増えた細胞がカルミン顆粒を摂取することより 血管外被細胞が組織球と同

一形態 同一性状を持つようになるとし 間質にも組織球の増殖を認め 糸球体病変と同一意義と解すべきとし

ている。現在では初期に単球系の細胞が浸潤してくると考えられているが 糸球体病変はやや特異にみえても

間質や肝臓などにみられる病変と同じ機転によると看破している。 年代になって近藤洋一郎ら(千葉大学)

が腎炎における単球系細胞の浸潤を強調している が 当時 糸球体とて 他の組織と同じ反応があるはずで

腎炎の際単球系細胞の浸潤があっても不思議ではない」とよく話しておられたのが思い出される。

馬杉復三(千葉大学)は 馬杉腎炎のほかに異種蛋白注射を繰り返すと糸球体腎炎や血管炎が起こることを報告

している が そのコントロールとして 卵白やウマ血清を直接腎動脈内に投与した例に のみられ
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ることを報告しているが 後で増えてくる細胞は内皮細胞と考えられていたようである。

年代

剖検腎を見ていると 臨床的には関係のありそうなものは捉えられていなくとも いろいろな症例に少数なが

ら糸球体の あるいはその結果と思われる の病変が見られることを知り

はそれまで考えられていたよりはありふれた病変と思われた。そこで という言葉は使われていな

くとも その所見と思われるものの記載のある論文を集め を試み その際 なる言葉を

作ったのは矢島権八(東京医科歯科大学→日本医科大学)である と書いた 。それまでは 欧米では最初の記載

は鈴木康之亮らによる 年 とされていたが 最近では矢島のほうが最初であると認められてきている 。

というからには の存在が前提であるのは当然であるが アメリカでは前述の鈴木康

之亮(慶應大学→ )の論文 が出てからようやく一般に認められるようになったと聞

いている。

年頃 専門医試験のための問題集には腎炎で増殖する細胞はいまだに内皮細胞が正解とされている」と

アメリカの友人が嘆いていたのを聞いた覚えがある。それを裏付けるものとして 当時の の病理学教

科書第 版( 年)では 細胞に関しては深部に入り込んだ内皮細胞であるのか 別の細胞である

のかはまだ決着がついていないとされており 腎炎の項では 増殖している細胞が 細胞である」とい

う記述はない。もう一つの有名な の教科書でも 年の第 版には 細胞増殖の記載は

なく 年の第 版になって 腎の章に 染色で有名な が参加して初めて 細胞増殖が

出てくる。

腎の専門書はどうかというと 著“ ”第 版が 年に出て

いるが に関しては否定的意見が述べられている。しかし 年の 著“

” 年の分担執筆“ ”では確かなものとして記載されているた

め この頃になると専門家の間では常識化していると思われる。

一方の日本では 年に分担執筆による 腎臓病学」が発行されており 解剖 病理の章は前述の矢島権八

が担当しているので 言うに及ばず 各論の急性糸球体腎炎は内科の大島研三(日本大学)が執筆しており

細胞の増殖を記載している。すでに少なくとも専門家の間では の存在が認められていた

ことが窺える。これは戦後間もない日本での腎研究成果の賜であり なかでも坂口 弘 鈴木康之亮の電顕的研

究 藤本輝夫(大阪市立大学 千葉大学)の経時的馬杉腎炎の研究 矢島権八の 染色による人体例

の研究 などが大きく貢献しており これら グループはともに糸球体発生の研究も同時に行っており その

成果を確固たるものにしている。矢島は自分の研究室にミクロトームを持ち込み 自身で薄い切片を作り

染色の変法を考案して観察していたと伝えられている。これらの業績は英文でも発表されているにもかか

わらず 日本で発刊されている雑誌のためか 欧米人に注目されなかったのは残念である。 に関

しても 年の日本語の論文はともかくとして 年の英語で書かれた論文 は欧米人にも評価して欲し

かった。

日本腎臓学会の発足は 年で 学会誌の発刊も同時に行われている。第 回総会に岡林 篤(千葉大学)が

日本における腎臓研究のあゆみ―病理から―」と題する記念講演を行っており その際 それまでの主だった

論文 のリストが配布されている。前述の グループ以外にも多数の研究者がいたことが知られる。ちなみに

アメリカの腎臓学会の発足は 年 学会誌の発刊は 年である。
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糖尿病性糸球体硬化症

時代は溯るが 糖尿病性糸球体硬化症は 年に によって初めて報告された と一般

に信じられている。ところが日本では すでに 年に東京大学の長与又郎が糸球体病変に目を向け 例の報

告を行っている 。その後一門の和久金蔵が 年に 例 村上倫吉が 年に 例に症例を増やして報

告している 。このことに関しては戦後 のもとで となった竹内 正(後の日本大学教授)が

これらの論文のコピーを持って渡米し は日本人にあると主張したといわれる 。しかし すでに

年の の論文には の発表と同じ年に村上が 例報告していると記載されている 。な

ぜ 例でなく 例なのか。長与らは富核や癒着を重視し慢性炎症の結果とみていた。村上もわずかの増殖性変

化を伴う変性性変化は糖尿病の多数例にみられたとしたうえで のいう

は 例のみにみられたと記載している。長与らのいう“慢性炎”というべき病変としている

ものは のことを指していると思われるが 記述からはそのイメージはわきにくい感じがするし

何よりも村上自身が自分達のいう病変と のいう病変とは違うと理解していたと思われる。

に日本語の長与の論文は読めなかったとしても 和久の論文をなぜ引用してくれなかったのだろう。和

久 村上の論文はドイツ語で書かれているとはいえ 病理学会の抄録のかたちのものである。やはり日本人留学

生が教えたものと思われる。その後村上は 例に症例を増やし長編の論文 を出しているが その第 例(長与

の第 例と同一)の写真には典型的な が見られ 長与も観察していたと思われる。この例が前述

の の 例であったのかは不明である。

は と報告しており 特に という言葉を使っていな

いし のみに目を向けていれば病変が にあるという結論は出にくかったと思われ

むしろ後にいう を主として見ていた可能性がある。しかし その軽いものは加齢によっても起こ

りうるもので非特異的で 高度になるものが糖尿病に特有な病変と考えたようである。

という言葉を最初に使った らが という記載もし

ており それ以後糖尿病には と の つの病変があるといわれるようになり 筆者

も二つの異なる機序による病変があり には層状の構造が見られ 単に が進行して

に見えるものは本当の ではないと信じていた。そんなわけで と

の関係について得意になって書いたところ に の層状構造は一時いわれたことが

あるが の多くにはそんなものは見られず 昔のいわれたことを掘り返されても話にならぬ」と厳

しく批判された。確かに層状構造のあるものと の進行したものと思われるものと共存しているこ

ともあり 区別の難しいこともあるが 明らかに構造の異なるものを区別しないということには納得できなかっ

た覚えがある。

糖尿病性腎硬化症と の関係を示唆する ないし の記載は古く 村上もそ

れらしい記述をしているし や も写真を提示している。

糖尿病性腎硬化症における の記載は欧米では 年の が最初とされているが

これも矢島権八が 年に英文で発表しており この矢島論文の謝辞には からも材料の提供を

受けたと記されており 両者の間に親交のあったことを窺わせ に関しても論じ合ったことが

あったかもしれないし 矢島の論文を知っていた可能性もあるが の論文には矢島のことに関して

一言も触れていない。
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最近は には と関連のあるものと の進行したものの つがあると認

められつつあるように思われる 。

高血糖が の を亢進させるという報告がある が このようなことも糖尿病における

と関係しているのであろうか。

分子生物学時代

世はまさに分子生物学の時代に入り 無数の物質名とその機能の複雑さは年老いた形態屋にはとても理解しき

れなくなった。

年代に入り ラットの 細胞に -・ 抗原が発見され これに対する抗体の投与で

から 増殖性腎炎を起こすことが知られ しかもヒトの腎炎に最も近いモデルとして盛んに利

用されている。この腎炎も筆者の知る限りでは石崎正通(日本医科大学)の 年の報告 が最初と思われ 英

語の論文 も と同じ 年にもかかわらず の論文が最初のように扱われていることが多い。

細胞と細胞 あるいは細胞と細胞外基質をつなぐ接着分子なるものがあり 細胞内の情報伝達系を動かし生体

のさまざまな反応を精密に調節しているという。その接着分子の一つに があり それに拮抗する

というものもあるそうであるが ハブ毒のアミノ酸配列は に特有な配列を持っているとい

う 。また α 欠乏マウスでは 投与で高血圧を起こすと が起きやすいとい

う 。接着分子と の関係を示す例と思われる。

抗 -・ 腎炎でもその初期には接着分子の破損があると思われるが 接着分子や基質蛋白はむしろその後

の腎炎の経過に大きな役割を果たしているという報告が多い 。

偶然“ ”の表紙に糸球体の のようなシェーマが

描かれているのを発見 興味をそそられたが これは - やその である

β- が欠損していると 細胞ができないため 糸球体に特有な血管構造を作れないこ

とを示すものであった。また α の のみの欠損では基底膜もできるし 細胞も正

常なのに お互いの固着ができないので同様の病変が起きるという 。

おわりに

さらには で文献の検索は楽になった。しかしこれらには全世界のあらゆる文献が収

録されているわけではないため アメリカの戦略であるかどうかは別として アメリカへの一極集中は必然の結

果である。これに輪をかけて 最近では ( )なるものがもてはやされ の高い雑誌に論文が集

中し 三段論法的に の高い雑誌に載ったものは良い論文と自他ともに認めようとする傾向にある。

巣状分節性糸球体硬化症の最初の報告などで有名な は 論文を ではなく 所属する

に投稿し続けた というが 皆様 に投稿す

る矜持をお持ちであろうか。

アメリカの戦略だから に投稿するのは止めなさいなどとは言わない。 を占拠するくらいの

気構えを持っていただきたいし 日本の業績を紹介することにも心がけていただければありがたいと思ってい

る。
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